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〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップ
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研修動画は
こちらをクリック
又は読み込み

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/setting/page_371/netcommons3/page_id1150/研修動画
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○ 一貫した相談支援体制の整備
障害のある子どもの発達段階に応じて、関係機関が適切な役割分担の

下に、一人一人のニーズに対応して適切な支援を行う計画（個別の支援
計画）を策定して効果的な支援を行う。

この個別の支援計画のうち、幼児児童生徒に対して、教育機関が中心
となって作成するものを、個別の教育支援計画という。

１ 個別の教育支援計画とは

２

「障害者基本計画」（平成14年12月）

「特別支援学校小学部・中学部学習指導要領」文部科学省（平成29年４月）



「学校教育法施行規則第134条の２」

家庭及び地域並びに医療、福祉、保健、労働等の業

務を行う関係機関との連携を図り、長期的な視点で児

童又は生徒への教育的支援を行うために、個別の教育

支援計画を作成すること。

「特別支援学校小学部・中学部学習指導要領」文部科学省（平成29年４月）

２ 個別の教育支援計画の作成

校長は、特別支援学校に在学する児童等について個

別の教育支援計画（学校と医療、保健、福祉、労働等

に関する業務を行う関係機関及び民間団体（次項にお

いて「関係機関等」という。）との連携の下に行う当

該児童等に対する長期的な支援に関する計画をい

う。）を作成しなければならない。
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「初めて通級による指導を担当する教師のためのガイド」文部科学省（令和２年３月）

※個別の教育支援計画は、個別の指導計画を作成する(指導内容及び指導
方法を決める)際の材料となります。

３ 個別の教育支援計画に記載する主な内容
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〔参考〕個別の教育支援計画の参考様式（文部科学省）

「個別の教育支援計画の参考様式について」文部科学省初等中等教育局特別支援教育課

（令和３年６月）
５



４ 支援の内容の整理と役割の明確化

支援の目標

学校

障害のある児童生徒が生活の中で遭遇する制約や困難を改善・克服す

るために、本人及び保護者の意向や将来の希望などを踏まえ、在籍校の

みならず、例えば、家庭、医療機関における療育事業及び福祉機関にお

ける児童発達支援事業において、実際にどのような支援が必要で可能で

あるか、支援の目標を立てたり、支援の内容を整理したりする。

家庭 福祉機関等

「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説総則編（幼稚部・小学部・中学部）」
文部科学省（平成30年３月）

支援の内容

個別の指導計画における指導内容や指導方法の工夫の検討に生かす

支援の内容 支援の内容

６



個別の教育支援計画の活用に当たっては、支援計画を引き継ぎ、

適切な支援の目的や教育的支援の内容を設定したり、進路先に在学

中の支援の目的や教育的支援の内容を伝えたりするなど、就学前か

ら就学時、そして進学先まで、切れ目ない支援に生かすことが大切

である。

５ 個別の教育支援計画の活用

「初めて通級による指導を担当する教師のためのガイド」文部科学省（令和２年３月）

「特別支援学校教育要領・学習指導要領解説総則編（幼稚部・小学部・中学部）」
文部科学省（平成30年３月）

７



担当している子供の

個別の教育支援計画を基に、

次のことについて確認しましょう！

・本人及び保護者の意向や将来の希望は何か。

・学校や関係機関において、実際にどのような支援が必要か。

・支援の内容は、個別の指導計画の指導内容や指導方法の工夫に生かさ

れているか。

・個別の教育支援計画は、いつ、どのように活用しているか。

８

演習


